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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　～めざせ 安全で安心な北海道～

NO!

飲酒運転根絶ロゴマークNo.182   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

　  

会
長
就
任
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　

公
益
社
団
法
人 

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

 

会
長　

勝
　
木
　
紀
　
昭

こ
の
度
、
令
和
４
年
度
定
時
社
員
総
会
及
び
第
２
回
理
事
会
に

お
き
ま
し
て
、
吉
本
淳
一
会
長
の
後
任
と
し
て
、
会
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
、
地
域
の
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
す
べ
て
の
道
民
の
永
年
の
願
い
で

あ
る
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
北
海
道
の
実
現
に
向
け
、

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
の
道
内
に
お
け
る
交
通
事
故
死
者
数
は
、
記
録
が
残
る
昭

和
22
年
以
降
最
少
の
１
２
０
名
で
し
た
。
最
多
は
昭
和
46
年
の

８
８
９
名
で
、
交
通
戦
争
と
い
わ
れ
た
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
大
幅
な
減
少
は
、
長
き
に
わ
た
り
皆
様
が
交
通
安
全
運
動
に
真

摯
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
賜
物
で
あ
り
、
改
め
て
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

今
年
の
定
時
総
会
は
６
月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
さ

に
そ
の
日
、
西
興
部
村
で
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
１
０
０
０
０
日
を

達
成
し
ま
し
た
。
実
に
27
年
と
５
か
月
、
北
海
道
で
は
最
長
の
記

録
で
す
。
お
年
寄
り
も
子
供
た
ち
も
み
ん
な
で
成
し
遂
げ
た
小
さ

な
村
の
こ
の
偉
業
は
、
北
海
道
全
体
に
と
っ
て
も
誇
る
べ
き
も
の

で
あ
り
、
見
本
と
な
る
も
の
と
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
７
月
13
日
の
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
に
は
、
全
道
各
地
で

多
く
の
方
々
が
集
い
、「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ

な
い
」
に
、
今
年
は
特
に
「
そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」
と
い
う
言
葉

を
加
え
、
職
場
や
家
庭
、
友
達
同
士
な
ど
、
道
民
み
ん
な
の
力
で

飲
酒
運
転
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
確
認
し
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

ま
だ
ま
だ
、
交
通
事
故
件
数
、
負
傷
者
数
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
の
割
合
な
ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
活
動
が
戻
り
始
め

た
今
、
改
め
て
皆
様
と
と
も
に
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
講
じ
な
が
ら
も
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
効
果

的
な
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

む
す
び
に
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体
の
皆

様
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

会
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」決
起
大
会
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毎月 １５日は 「道民交通安全の日」
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史
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令
和
4
年
度
事
業
計
画

第
１　

交
通
安
全
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
益
目
的
事
業
１
）

　

１　

交
通
安
全
意
識
向
上
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
地
域
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー

　
　
（
２
）�

交
通
安
全
研
修
会
等
へ
の
講
師
の

派
遣

　
　
（
３
）
飲
酒
運
転
根
絶
研
修

　

２　

調
査
・
研
究
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
推
進
員
の
設
置

　
　
（
２
）
デ
イ
・
ラ
イ
ト
の
点
灯
率
調
査
等

　
　
（
３
）
交
通
安
全
推
進
員
の
研
修

　

３　

広
報
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
総
決
起
大
会
等
の
開
催

　
　
（
２
）
広
報
啓
発
事
業

　
　
（
３
）�

飲
酒
運
転
根
絶
の
日
決
起
大
会
の

開
催

　
　
（
４
）
地
域
連
携
型
飲
酒
運
転
根
絶
事
業

　

４　

表
彰
事
業

　
　
（
１
）
ゼ
ロ
運
動
顕
彰

　
　
（
２
）
指
導
員
・
奉
仕
員
表
彰

　
　
（
３
）
母
の
会
会
員
表
彰

　
　
（
４
）
一
般
表
彰

　
　
（
５
）
業
務
貢
献
表
彰

　

５　

交
通
安
全
啓
発
支
援
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
運
動
等
啓
発
事
業

　
　
（
２
）
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
事
業

　
　
（
３
）
幼
児
の
事
故
防
止
事
業

　

６　

交
通
事
故
防
止
支
援
事
業

　
　
　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
事
業

第
２　

交
通
遺
児
育
英
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
益
目
的
事
業
２
）

　

１　

交
通
遺
児
就
学
助
成
事
業

　
　
（
１
）
資
金
造
成
事
業

　
　
（
２
）
奨
学
金
募
集
等
事
業

　
　
（
３
）
広
報
啓
発
活
動
事
業

　
　
（
４
）
称
賛
事
業

　
　
（
５
）
奨
学
金
返
還
未
納
者
調
査

　

２　

作
文
募
集
事
業

　

３　

交
通
遺
児
育
英
事
業
の
検
証
・
見
直
し

第
３　

交
通
安
全
推
進
団
体
交
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
そ
の
他
事
業
）

　

１　

地
区
活
動
の
充
実
・
支
援

　

２　

母
親
交
通
安
全
活
動
の
強
化

第
４　

管
理
事
業
（
法
人
会
計
）

区　分 団　　体　　名 入　会　日
賛助会員 北海道エネルギー株式会社 令和4年7月1日

会員異動状況

入　会

区　分 団　　体　　名 退　会　日
正会員 北海道国民健康保険団体連合会 令和4年3月31日

賛助会員 岡三証券株式会社札幌支店 令和4年3月31日

退　会

令
和
４
年
度
定
時
社
員
総
会
を
６
月
17
日

札
幌
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
交
通
事
故
に
よ
り
尊
い

命
が
失
わ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
、
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

吉
本
淳
一
会
長
の
挨
拶
の
後
、
道
環
境
生

活
部
く
ら
し
安
全
局
道
民
生
活
課
の
箱
崎
和

好
交
通
安
全
担
当
課
長
、
道
警
察
本
部
の
佐

藤
能
啓
交
通
部
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
道
議
会
の
小
畑
保
則
議
長
か
ら
祝

電
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
道
バ
ス
協
会
の
岡
田
勝
博
常
務
理

事
を
議
長
に
選
任
し
、
議
事
で
は
、
令
和
４

年
度
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
報
告

し
、
ま
た
令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
理
事
30
名
と
監
事
２
名

を
選
任
し
、
総
会
後
の
理
事
会
で
、
新
し
く

会
長
に
勝
木
紀
昭
氏
が
選
任
さ
れ
た
ほ
か
、

筆
頭
副
会
長
に
甲
谷
恵
氏
が
留
任
、
副
会
長

４
名
の
う
ち
善
岡

雅
文
氏
が
留
任
、

堀
内
巖
氏
、
石
塚

隆
氏
、
柿
﨑
多
佳

子
氏
が
新
た
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

（
役
員
の
新
体
制

は
下
段
）

令
和
4
年
度
定
時
社
員
総
会
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○ 
交
通
安
全
指
導
員・奉
仕
員
表
彰

永
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
運
動
推
進
の

た
め
活
躍
し
た
交
通
安
全
指
導
員
、
交
通

安
全
奉
仕
員
1
2
1
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

○ 

交
通
安
全
母
の
会
会
員
表
彰

永
年
に
わ
た
り
子
供
や
高
齢
者
等
に
対

す
る
交
通
安
全
活
動
推
進
の
た
め
活
躍
し

た
交
通
安
全
母
の
会
会
員
５
名
を
表
彰
し

ま
し
た
。

○ 

交
通
安
全
一
般
表
彰

地
域
又
は
職
域
等
に
お
い
て
交
通
安
全

推
進
の
た
め
顕
著
な
活
動
を
し
た
２
個

人
・
２
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

な
お
、
例
年
２
月
に
開
催
し
て
お
り
ま

す
「
北
海
道
交
通
安
全
功
労
者
等
表
彰

式
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
3
年
度 

飲
酒
運
転
根
絶
に

関
す
る
研
修
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

に
よ
り
、
石
狩
管
内
の
研
修
会
を
3
月
15

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
全
道
14
か
所
（
振
興
局
管
内
）
に

お
い
て
研
修
会
を
開
催
で
き
な
か
っ
た
市

町
村
も
視
聴
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
、
ア

ル
コ
ー
ル
検
知
器
協
議
会
か
ら
講
師
を
迎

え
、
44
名
の
市
町
村
交
通
安
全
担
当
者
や

指
導
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
の
様
子
を
収
録
し
た

D
V
D
を
14
地
区
交
通
安
全
推
進
協
議
会

に
配
布
し
ま
し
た
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

伴
う
街
頭
啓
発

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
、

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て

Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
周
辺
や
野
村
証
券
周
辺
な
ど

で
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
啓
発
で
は
、
交
通
安
全
対
策
七
者

連
絡
会
議
が
主
体
と
な
り
交
通
安
全
の
ぼ

り
旗
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
広
報
啓
発

C
D
を
流
し
通
過
車
両
や
、
歩
行
者
に
対

し
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

４
月
６
日
に
は
、
道
庁
赤
れ
ん
が
庁
舎

前
庭
で
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
「
道
民

の
集
い
」
を
開
催
し
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス

ト
と
し
て
、
株
式
会
社
土
屋
ホ
ー
ム
ス
キ

ー
部
選
手
兼
監
督
の
葛
西
紀
明
さ
ん
が
応

援
に
駆
け
つ
け
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
と
交

通
安
全
を
織
り
交
ぜ
た
ト
ー
ク
で
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
雨
の
た
め
「
旗
の
波
」
街
頭

啓
発
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
道
警
の

パ
ト
カ
ー
・
白
バ
イ
隊
が
交
通
事
故
抑
止

活
動
の
た
め
出
動
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

街
頭
啓
発

４
月
８
日
、
札
幌
駅
南
口
で
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
中
の
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
」（
4
月
10
日
）
を
周
知
す
る

た
め
、
飲
酒
運
転
根
絶
と
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
来
賓
の
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
北

海
道
統
括
本
部
木
村
札
幌
支
店
長
か
ら
飲

酒
運
転
を
防
ぐ
に
は
「
適
正
な
飲
酒
と
ス

ロ
ー
ド
リ
ン
ク
」
が
重
要
と
挨
拶
が
あ

り
、
場
所
を
ア
ピ
ア
「
太
陽
の
広
場
」
に

移
動
し
て
、
歩
行
者
に
交
通
安
全
の
チ
ラ

シ
や
グ
ッ
ズ
等
を
配
布
し
、
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
や
飲
酒
運
転
根
絶
を
呼
び
か
け
、

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
北
海
道
交
通
安
全

推
進
委
員
会
会
長
表
彰

自転車も ルール守る ドライバー
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イヤホンで ふさぐな町の 声と音

２
０
１
４
年
の
７
月
13
日
、
小
樽
市
で
飲
酒
運

転
に
よ
り
３
人
の
若
い
命
が
奪
わ
れ
た
ひ
き
逃

げ
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、「
北
海
道
飲
酒

運
転
の
根
絶
に
関
す
る
条
例
」
で
こ
の
日
を
「
飲

酒
運
転
根
絶
の
日
」
と
し
ま
し
た
。
こ
の
日
に

は
、
道
民
み
ん
な
で
北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を
な

く
し
て
い
く
と
い
う
強
い
思
い
を
共
有
し
て
い

く
た
め
、
全
道
各
地
で
様
々
な
大
会
や
催
し
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

札
幌
で
は
、「
か
で
る
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て

３
０
０
人
の
参
加
の
も
と
、「
令
和
4
年
飲
酒
運

転
根
絶
の
日
決
起
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
催
者
代
表
と
し
て
、
鈴
木
直
道
北
海
道
知

事
、
扇
澤
昭
宏
北
海
道
警
察
本
部
長
か
ら
、
ま

た
、
来
賓
を
代
表
し
て
市
橋
修
治
北
海
道
議
会
副

議
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

基
調
講
演
で
は
、
医
療
法
人
恵
仁
会
空
知
病
院

医
療
相
談
室
室
長
の
桒
内
崇
様
か
ら
、「
飲
酒
運

転
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
～
正
し
く
知
っ
て
安
全
で

健
康
な
社
会
へ
～
」
と
題
し
、
飲
酒
へ
の
向
き
合

い
方
や
一
緒
に
取
り
組
む
人
が
い
る
こ
と
の
大

切
さ
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
札
幌
山
の
手
高
校
演
劇
部
の
皆
さ
ん

に
、「
飲
酒
運
転
根
絶
演
劇
～
失
わ
れ
た
未
来

～
」
を
上
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨

年
、
北
海
道
と
札
幌
山
の
手
高
校
演
劇
部
が
協
同

で
制
作
し
た
も
の
で
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
人
生
の

崩
壊
や
一
緒
に
い
る
人
の
責
任
な
ど
を
、
高
校
生

の
力
強
い
演
技
で
訴
え
ま
し
た
。

終
わ
り
に
、
佐
藤
琢
磨 

演
劇
部
部
長
と
部
員

の
み
な
さ
ん
が
、
飲
酒
運
転
根
絶
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

道
民
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
お
酒
を
飲
む
こ
と

も
運
転
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
高
校
生
の
皆
さ

ん
か
ら
の
、「
大
切
な
人
を
泣
か
せ
な
い
で
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
改
め
て
、
道
民
一
丸
と
な

っ
て
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ

な
い
、
そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、
飲

酒
運
転
根
絶
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
合
い
、
大

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

夏
の
交
通
安
全
運
動「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」

「
夏
の
交
通
安
全
運
動
」
は
、
7
月
13
日
か
ら

7
月
22
日
ま
で
の
10
日
間
、「
飲
酒
運
転
の
根

絶
」、「
バ
イ
ク
・
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
」、

「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
」、「
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
の
４

つ
を
運
動
の
重
点
に
定
め
て
、
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

7
月
13
日
は
、
統
一
行
動
日
（
セ
ー
フ
テ
ィ
コ

ー
ル
）。
全
道
各
地
で
、
広
く
道
民
に
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
、
道
民
一
人
一
人
の
交
通
安
全
意
識

を
高
め
る
た
め
街
頭
啓

発
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
、
札
幌
で
は
、「
飲
酒

運
転
根
絶
の
日
決
起
大

会
」
終
了
後
、
北
海
道

警
察
本
部
周
辺
で
各
機

関
の
方
々
と
一
緒
に
、

旗
の
波
運
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

リ
ボ
ン
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
１
年
生
へ

初
め
て
迎
え

る
夏
休
み
を
安

全
に
楽
し
く
！

と
、
ポ
ッ
カ
サ

ッ
ポ
ロ
フ
ー
ド

＆
ビ
バ
レ
ッ
ジ

株
式
会
社
様
が

当
委
員
会
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
、

「
守
っ
て
ね
。
交
通
ル
ー
ル
」
と
袖
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
入
れ
た
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
T
シ
ャ
ツ
と
、
暗
闇

で
も
光
る
夜
光
反
射
材
付
き
コ
ン
サ
ド
ー
レ
ボ

ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
を
制
作
し
、
全
道
１
７
９
市
町
村

の
小
学
１
年
生
合
計
３
万
７
千
人
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

只
今
、募
集
中
！

運
転
を
「
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
、

そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」
を
道
民
み
ん
な
で
実
現
す

る
た
め
、
今
年
も
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

◯
令
和
3
年
度
審
査
結
果

●
最
優
秀
作
品

　

須
貝　

李
沙
人
さ
ん
（
札
幌
大
学
）

　

タ
イ
ト
ル
「
未
来
は
」

●
優
秀
作
品

　

大
森　
　

花
さ
ん
（
北
海
道
文
教
大
学
）

　

タ
イ
ト
ル
「
飲
酒
運
転
し
な
い
さ
せ
な
い
！
」

● 

佳
作		

グ
ル
ー
プ
名　

２
人
は
友
達
（
公
立
は
こ
だ

て
未
来
大
学
）

　

タ
イ
ト
ル
「
知
ら
な
い
う
ち
に
殺
人
犯
」

７
月
13
日「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」

⬆作品は
こちらから

⬅
詳しくは
こちらから

〔
飲
酒
運
転
根
絶
！
高
校
生
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
〕

⬅
詳しくは
こちらから

〔
北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
！
学
生
P
R
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
〕
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反射材 主役になります 暗い道

◆◆◆ 交通事故死ゼロ運動顕彰 ◆◆◆
4月

4500日▶	上富良野町
2500日▶	雨竜町
	 下川町
2000日▶	むかわ町
1500日▶	厚真町
	 比布町
1000日▶	秩父別町
	 天塩町
	 700日▶	奈井江町
	 えりも町
	 標津町
	 500日▶	余市町
	 根室市
	 300日▶	士別市

3月

1000日▶	芦別市
	 積丹町
	 美幌町
	 500日▶	赤平市
	 森町
	 200日▶	北見市

2月

3500日▶	沼田町
2500日▶	初山別村
2000日▶	新篠津村
1500日▶	佐呂間町
1000日▶	南富良野町
	 700日▶	共和町
	 500日▶	和寒町
	 足寄町
	 300日▶	富良野市
	 紋別市
	 100日▶	札幌市

5月

5000日▶	神恵内村
2500日▶	月形町
1500日▶	妹背牛町
	 700日▶	留寿都村
	 浜頓別町
	 500日▶	美唄市
	 長万部町
	 厚沢部町
	 200日▶	小樽市

6月

10000日▶	西興部村
6500日▶	島牧村
6000日▶	古平町
4500日▶	浦臼町
4000日▶	幌延町
3500日▶	寿都町
2500日▶	由仁町
2000日▶	清里町
1500日▶	福島町
	 遠別町
1000日▶	中川町
	 700日▶	奥尻町
	 美深町
	 500日▶	当別町
	 新冠町
	 鹿部町
	 300日▶	北見市
	 200日▶	函館市

7月【予定】

5000日▶	上ノ国町
3500日▶	知内町
3000日▶	東川町
2500日▶	羽幌町
1000日▶	新得町
	 700日▶	鹿追町
	 500日▶	岩内町
	 本別町

（敬称略）

受領月 寄付者名 種　　類 区　　分 寄付金額
（単位：円）

１月 泊村役場 特定 募金（箱募金） 170,698 
株式会社アペックス 特定 寄付 13,483

２月 植村　泰也 特定 寄付 2,000
室蘭地方中古自動車販売協会 特定 寄付 20,000

３月 小林豊子きもの学院　北海道本部・北海道講師会 特定 寄付 300,000
北海道新聞苫小牧支社 特定 寄付 20,000

４月 植村　泰也 特定 寄付 2,000

５月 鹿追交通少年団 特定 寄付 10,000
一般社団法人空知建設業協会 特定 寄付 295,000

６月
一般社団法人旭川地方自動車整備振興会 特定 寄付 500,000
八剣山パークゴルフ場 特定 寄付 86,066
北海道トラック交通共済協同組合 特定 寄付 1,000,000

７月 植村　泰也 特定 寄付 2,000

皆様からのご支援、ありがとうございました。

一般社団法人空知建設業協会 旭川地方自動車整備振興会 八剣山パークゴルフ場 北海道トラック交通共済協同組合小林豊子きもの学院
北海道本部・北海道講師会

―西興部村が交通事故死ゼロ1万日達成！― 
6月17日、西興部村が交通事故死ゼロ1万日を達成し、19日にはお祝いの住民大

会が開催されました。1万日とは27年と5ヶ月。北海道では初めての快挙です。
大会では、鈴木直道知事のビデオメッセージ、来賓の祝辞、感謝状や表彰状

の贈呈、子供達や高齢者などによる村民決意表明が行われ、終了後には、屋外
で道警音楽隊・カラーガード隊によるパレードや演奏会が行われました。

会場には、子供達の絵が描かれた毎年の交通安全旗が掲示され、また、沿
道にはこの旗が子供の目線の高さに掲げられており、子供を大切にしながら住
民総ぐるみで成し遂げた1万日だったことが伝わってきました。

当委員会からも西興部村交通安全推進委員会様へ表彰状と記念の楯を贈
呈しました。
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2
名
が
加
わ
り
、
現
在
11
名
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
各
種
交
通
安
全
運
動
へ

の
参
加
や
登
下
校
中
の
子
ど
も
た
ち
の
安

全
確
保
・
指
導
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
地
域
交
通
安
全
活
動

推
進
委
員
や
町

内
会
の
皆
さ
ん

な
ど
、
多
く
の

交
通
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん

が
本
市
の
交
通

安
全
活
動
の
推

進
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

最
後
に

本
市
で
は
、
令
和
元
年
に
年
間
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
を
達
成
し
ま
し
た
が
、
令
和

2
年
と
3
年
は
残
念
な
が
ら
痛
ま
し
い
死

亡
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
関
係
団
体
や
交
通
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
、
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
の
継
続
と
、
安
心
安
全
で
交
通
事

故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

仕
事
や
観
光
で
室
蘭
市
を
訪
れ
る
ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
心
と
時
間
に
余
裕

を
も
っ
て
安
全
運
転
で
お
越
し
い
た
だ

き
、
室
蘭
の
夜
景
や
自
然
、
グ
ル
メ
な
ど

充
実
し
た
時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転

の
根
絶
の
取

り
組
み
と
し

て
は
、
市
内
の

飲
食
店
組
合

や
大
型
飲
食

施
設
に
対
す

る
ポ
ス
タ

ー
・
チ
ラ
シ
配

布
等
の
協
力
要
請
の
ほ
か
、
飲
酒
の
機
会

が
増
え
る
年
末
時
期
に
は
、
関
係
団
体
に

よ
る
飲
酒
運
転
根
絶
総
決
起
集
会
と
街
頭

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
や
高
齢
者
に
対
す
る
取
り
組
み

と
し
て
は
、
市
内
の
各
小
学
校
、
幼
稚

園
、
保
育
所
で
の
交
通
安
全
教
室
の
開
催

や
、
新
入
学
児
童
に
対
し
室
蘭
市
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
く
じ
ら
ん
」
の
反

射
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ

ー
、
交
通
安
全
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布

し
、
交
通
安
全
意
識
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向

上
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
老
人
ク
ラ
ブ
や

町
内
会
・
自
治
会
に
対
し
て
、
参
加
・
体

験
・
実
践
型
の
交
通
安
全
教
室
を
実
施

し
、
夜
間
の
視
認
性
を
高
め
る
反
射
材
の

普
及
や
免
許
自
主
返
納
等
の
各
種
制
度
の

周
知
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
活
動
を
支
え
る

交
通
安
全
指
導
員
、交
通
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

交
通
安
全
指
導
員
は
、
今
年
度
新
た
に

室
蘭
市
は
、
北
海
道
南
西
部
の
太
平
洋

側
に
位
置
し
、
港
湾
と
重
工
業
を
中
心

に
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
と
し
て
北
海
道

の
工
業
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
夜
景
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
、
室
蘭
の
新
た
な
魅
力
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る
ほ
か
、
工
業
地
帯
と
は
対

照
的
に
、
太
平
洋
側
に
は
風
光
明
媚
な

「
地
球
岬
」
や
、
海
岸
線
を
沿
う
よ
う
に
断

崖
絶
壁
が
連
な
る
ほ
か
、
沖
に
は
イ
ル
カ

や
ク
ジ
ラ
が
生
息
し
て
お
り
、
生
活
の
一

部
と
し
て
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
で
す
。

ま
た
、
今
年
は
、
開
港
1
5
0
年
・
市
制

施
行
1
0
0
年
を
迎
え
、
新
し
い
ま
ち
の

イ
メ
ー
ジ
を
発
信
す
る
た
め
、
白
鳥
大
橋

や
室
蘭
や
き
と
り
な
ど
を
あ
し
ら
っ
た
新

た
な
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
の
取
り
組
み

「“
め
ざ
せ
”
交
通
事
故
死
0
（
ゼ
ロ
）

へ
の
挑
戦
」
を
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
室
蘭
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会
を
中

心
に
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
交
通
安
全
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

4
期
40
日
の
期
別
交
通
安
全
運
動
の
ほ

か
、
春
の
行
楽
期
、
秋
の
輸
送
繁
忙
期
の

交
通
安
全
運
動
と
あ
わ
せ
て
6
期
60
日
の

運
動
を
展
開
し
、
各
運
動
期
間
中
に
は
、

交
通
安
全
車
両
パ
レ
ー
ド
、
市
内
各
所
で

の
街
頭
啓
発
、
パ
ト
ラ
イ
ト
作
戦
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
総
参
加
に
よ
る
交
通
安
全

啓
発
の
取
り
組
み
と
し
て
、
交
通
安
全
人

と
旗
の
波
運
動
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和

3
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
例
年
よ
り
も
イ

ベ
ン
ト
の
規
模
を
縮
小
し
ま
し
た
が
、
車

両
パ
レ
ー
ド
と
沿
道
か
ら
の
街
頭
啓
発
に

は
、
数
多
く
の
企
業
や
町
内
会
、
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
所
な
ど
に
協
力
い
た
だ

き
、
約
4
、
0
0
0
人
の
市
民
が
参
加
し

あぶないよ 青でもきちんと みぎひだり

室
蘭
市

（
胆
振
総
合
振
興
局
管
内
）

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
運
動
で

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
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手を上げて 運転手さんに ごあいさつ

交通安全推進員の声

安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
に
つ
い
て

交
通
安
全
推
進
員
に
な
っ

て
５
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
５
年
の
間
に
車
の
安

全
運
転
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
技

術
は
驚
く
ほ
ど
向
上
し
た
と

思
い
ま
す
。

私
が
推
進
員
に
な
っ
た
頃

か
ら
、
歩
行
者
な
ど
を
検
知

し
て
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
衝

突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
機
能

や
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
急
発
進

制
御
装
置
な
ど
が
一
般
的
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今

で
は
多
く
の
車
に
搭
載
さ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

他
に
も
、
車
線
逸
脱
警
報

で
は
み
出
な
い
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
機
能
、
夜
間
走

行
の
際
の
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
自

動
で
し
て
く
れ
る
も
の
、
セ
ン

サ
ー
な
ど
を
使
っ
て
自
動
で

駐
車
を
支
援
し
て
く
れ
る
機

能
、
ま
た
、
あ
お
り
運
転
対
策

に
効
果
が
あ
る
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
の
普
及
率
は
40
％

以
上
に
も
な
る
そ
う
で
す
。

飲
酒
運
転
事
故
防
止
に
関

し
て
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
ク
装
置（
エ
ン
ジ
ン

始
動
時
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
呼

気
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
を

計
測
し
、
規
定
値
を
超
え
る

場
合
は
始
動
で
き
な
い
よ
う

に
す
る
装
置
）
な
ど
車
両
技

術
開
発
も
進
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
高
速
道
路
な
ど
に

限
っ
て
、
条
件
付
き
で
自
動

運
転
が
可
能
に
な
る
車
も
販

売
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
技
術
の
向
上

に
よ
っ
て
交
通
事
故
や
飲
酒

運
転
は
確
実
に
減
少
す
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
決
し
て
自

分
の
運
転
や
注
意
力
が
お
ろ

そ
か
に
な
っ
て
は
い
け
な
い

と
も
思
い
ま
す
。

車
の
運
転
が
好
き
な
私
に

と
っ
て
、
全
て
自
動
化
に
な
る

の
は
少
し
寂
し
い
気
持
ち
も

し
ま
す
が
、
遠
く
な
い
未
来
に

は
完
全
自
動
運
転
に
な
っ
て

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
に
な
る
日

が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

着
任
の
ご
挨
拶

今
年
度
よ
り
宗
谷
地
区
交

通
安
全
推
進
員
に
な
り
ま
し

た
高
井
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

雪
が
解
け
て
春
に
な
り
、

通
学
路
に
面
し
た
自
宅
に
い

る
と
、
小
さ
な
子
供
た
ち
の

声
と
共
に
ラ
ン
ド
セ
ル
に
つ

け
ら
れ
た
「
愛
の
鈴
」
が
足

音
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
間
隔
ご
と
に
掲
げ
ら
れ

た
黄
色
い
交
通
安
全
旗
、
そ

し
て
、
黄
色
い
帽
子
の
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
さ
ん
た
ち
が
子

供
た
ち
の
安
全
を
見
守
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

雨
の
日
や
強
い
風
の
日
も

通
学
路
に
立
ち
、
毎
日
の
登

下
校
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

子
供
た
ち
を
安
心
し
て
学

校
へ
送
り
出
す
こ
と
が
で
き

る
の
も
、
深
く
感
謝
を
持
っ

て
い
ら
れ
る
の
も
、
地
元
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
交

通
安
全
に
携
わ
っ
て
下
さ
る

方
々
の
お
か
げ
で
す
。

た
く
さ
ん
の
愛
情
と
見
守

り
の
中
で
子
供
た
ち
は
成
長

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
い

て
い
ま
す
。

こ
の
度
は
ご
縁
が
あ
り
、

宗
谷
地
区
の
交
通
安
全
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
、
少
し
で

も
地
域
の
方
々
へ
お
返
し
が

で
き
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で

す
。
啓
発
活
動
な
ど
を
は
じ

め
、
事
故
の
無
い
よ
う
交
通

安
全
を
願
い
地
域
の
方
々
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。今

年
10
周
年
を
迎
え
る
道

の
駅
「
わ
っ
か
な
い
」
で
は

映
画
館
や
カ
フ
ェ
も
併
設
さ

れ
て
お
り
、
宗
谷
管
内
の
特

産
品
な
ど
お
土
産
も
充
実
し

て
い
ま
す
。
周
辺
に
は
「
稚

内
港
北
防
波
堤
ド
ー
ム
」
や

「
稚
内
公
園
」
な
ど
観
光
ス
ポ

ッ
ト
や
食
事
処
な
ど
も
多
く

あ
り
ま
す
。

近
く
に
お
越
し
の
際
に
は

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

宗谷地区
交通安全推進員
高井　奈実

驤げる
あ
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ヘルメット かぶるだけでも 救える命

令和４年８月号　公益社団法人北海道交通安全推進委員会　札幌市中央区北５条西６丁目第二道通ビル６階　電話（011）221-6666　FAX（011）221-7873
　 URL: https://www.slowly.or.jp      e-mail: safety@slowly.or.jp

今年も春の交通安全運動に合わせ、町内国道沿線で交通安全
街頭啓発運動の「人の波作戦」を実施しました。日中でも肌寒い時
期ではありますが、交通安全推進委員会はもとより、交通安全指
導員、ライオンズクラブ、建設協会関係者など町民約140名が参加
し、ドライバーに交通事故の根絶を訴えました。

檜山地区�����������������������������������������������������������江差町

小清水町交通安全町民運動推進協議会では、４月６日から12日
の間に「新入学(園)期の交通安全運動」として小中学生等の登校
時間帯あわせて街頭啓発を行いました。
また、４月15日には、小清水小学校において青空教室が開催さ
れ、駐在所の警察官による自転車の乗り方、交通安全指導員によ
る交差点や信号機の渡り方の説明をしました。

美瑛町では、新型コロナウイルスの影響で中止されていた旗波
作戦を３年ぶりに実施することができました。作戦は春の全国交
通安全運動の一環として行われ、当日は交通指導員や関係団体の
ほか旭川東交通安全大使のかけ丸くんも旗を振り、ドライバーへ
安全運転を呼びかけました。今後もさらなる交通安全意識の向上
に努めていきます。

オホーツク地区�����������������������������������������������小清水町 上川地区�����������������������������������������������������������美瑛町

日高地区�����������������������������������������������������������新冠町

檜山地区交通安全推進協議会では春の全国交通安全運動期間
中の４月６日、江差町交通安全運動推進協議会と共に江差町役場前
において街頭啓発を行いました。
檜山地区は令和４年7月20日現在で交通事故死ゼロ日数214日

となります。悲惨な交通事故を減らし、安全で安心な檜山になるよう
創意工夫を凝らし、交通安全運動の効果的推進を行ってまいります。


